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①①地形区分
・河川敷 ・・・・・ 遠賀川の河川敷

・沖積低地 ・・・ 河川沿いに広がる平地（住宅地、水田、畑など）

・丘陵地 ・・・・・ 標高100ｍ未満の丘陵

（小竹町 主要部 住宅地 団地 工業団地（小竹町の主要部：住宅地、団地、工業団地、

ゴルフ場、ぼた山など）

山 地 町西南部の 笠置山（標高425 ）周辺と町北部の・山 地 ・・・・・・ 町西南部の 笠置山（標高425ｍ）周辺と町北部の

標高126ｍ山稜（宮若市鶴田）

②町内を流れる河川②町内を流れる河川
遠賀川、四反田川、南良津川、庄内川など
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小竹町周辺の地質は 新しい地質時代から次の

地質層序表

小竹町周辺の地質は、新しい地質時代から次の

とおりである。

①ぼ （ 炭採掘岩塊 ）①ぼた山（石炭採掘岩塊・土砂）

②沖積層（未固結な粘土・砂・砂礫、そうら層）

③洪積層（段丘堆積物：砂、砂礫）

④古第三紀の堆積岩類（石炭を挟む地層）

（直方層群大焼層、三尺五尺層、竹谷層、上石層）

（砂岩、泥岩、礫岩、石炭からなり凝灰岩を伴う）礫 伴

⑤白亜紀の花崗岩類

⑥白亜紀の堆積岩類（関門層群脇野亜層群）

（礫岩、泥岩、砂岩、互層、凝灰岩）（礫岩、泥岩、砂岩、互層、凝灰岩）

⑦古生代の堆積岩類（呼野層群）

（砂岩、泥岩、チャート、石灰岩、火山岩類）



小竹町周辺の地質概略図





河川敷 ②沖積層・河川敷 ・・・・・ ②沖積層

・沖積低地 ・・・ ②沖積層

・丘陵地 ・・・・・ ①ぼた山、③洪積層（段丘）、

④古第三紀の堆積岩類（石炭を挟む地層）④古第三紀の堆積岩類（石炭を挟む地層）、

⑤白亜紀の花崗岩類

・山 地 ・・・・・ ⑥白亜紀の堆積岩類、⑦古生代の堆積岩類



「ぼた」とは、石炭の採掘に伴って地中から掘り出される粗悪な石炭、ぼた」とは、石炭の採掘に伴って地中から掘り出される粗悪な石炭、

頁岩・砂岩などの破屑物の総称である。

ぼたを集積したものが「ぼた山」であり、ピラミッド状あるいは平積状に集積

された。

昭和48～50年にかけて実施されたぼた山実態調査では、次表のとおりと

な ているなっている。
ぼた山集積概況 小竹町のぼた山

小竹駅



ぼた

三紀層（流れ盤）

ぼた



豪 時 「ぼた 生 た地す 性崩壊豪雨時に「ぼた山」で発生した地すべり性崩壊

地すべり性崩壊の末端部に発生した土石流



そうら層とは

遠賀川中流より下流に分布する高有機質粘土遠賀川中流より下流に分布する高有機質粘土。

遠賀川の旧河道沿いの淀み（湿地帯）に堆積

した黒い泥である。

腐食繊維状を呈するが、指でこねると容易に

のり状となる。

地盤特性

・Ｎ値＝0～5程度（極めて軟らかい～軟らかい）

自然含水比が非常に高い（100～500％）・自然含水比が非常に高い（100～500％）

・高間隙比で構造骨格が脆弱であるため、

圧縮強度が極めて小さく、圧縮性も高い。

水を含ませたスポンジのようである。水 含 う 。

・二次圧密が普通の粘土に比べて卓越

留意点

・圧縮性が高く、圧密沈下が大きくなるため、

重量物が載ると不等沈下が発生する重量物が載ると不等沈下が発生する。

・軽量構造物でも支持地盤の検討は要注意

・有機質土は繊維質構造のため、二次圧密

が長時間継続するが長時間継続する。





＜参考資料＞

～～ 土砂災害警戒区域等における土砂災害警戒区域等における

土砂災害防止対策の推進に関する法律土砂災害防止対策の推進に関する法律 ～～

福岡県 県土整備部 砂防課の資料より





土石流 がけ崩れ 地すべり

山や谷（渓流）の土、石、

などが 等

急傾斜地（傾斜の角度３０

度以上で高さが５ 以上
大雨や長雨等により雨水

土石流 がけ崩れ 地すべり

木などが、大雨や長雨等

による水といっしょになっ

て、すごい勢いで流れてく

度以上で高さが５ｍ以上

のもの）において、大雨や

長雨などにより雨水が地

が地面にしみこみ、水の

力によって持ち上げられ

た地面が広い範囲にわ、す 勢 流

る。 面にしみこみ、緩んだ“が

け”がとつぜん崩れ落ちる。

た地面が広い範囲にわ

たりゆっくりと動き出す。



なぜ土砂災害が多いのかなぜ土砂災害が多いのかなぜ土砂災害が多いのかなぜ土砂災害が多いのか
～自然条件～～自然条件～～自然条件～～自然条件～

割 陵 脆• 国土の７割が山地・丘陵であり、地質が脆
弱であること

• 梅雨時期などに集中豪雨があること、台風
の常襲地であることの常襲地であること

• 近年、局地的な豪雨が頻発していること

• 近年、森林開発や荒廃が進んでいること



土砂災害の特徴

がけ崩れ
長野県岡谷市湊3丁目(土石流)

がけ崩れ
土石流

○局所的に被害が発生

○降雨を起因として発生し、突発的に被害が発

地すべり 生

○土砂と石礫が高速で移動するため、家屋の
破壊を生じ、人的被害が発生しやすい

○目視による確認が比較的困難であるため、○目視による確認が比較的困難であるため、
危険性を認識しにくい

○降雨や地形、地質等の複数の要因が影響○降雨や地形、地質等の複数の要因が影響
するため、精度の高い発生予測が困難

住民の意識

○危険性を認識しにくいため、避難しない。



急傾斜地の崩壊急傾斜地の崩壊急傾斜地の崩壊急傾斜地の崩壊



急傾斜地における区域設定基準の概念図急傾斜地における区域設定基準の概念図

町道町道
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危害のおそれのある土地の区域（Ｙｚ）と
著しい危害のおそれのある土地の区域（Ｒｚ）著しい危害のおそれのある土地の区域（Ｒｚ）

の設定事例（小竹町御徳）

イエロ ゾ ン（Ｙ ）イエローゾーン（Ｙｚ）

レッドゾーン（Ｒｚ）





土石流の区域設定基準の概念土石流の区域設定基準の概念



危害のおそれのある土地の区域（Ｙｚ）と危害のおそれのある土地の区域（Ｙｚ）と
著しい危害のおそれのある土地の区域（Ｒｚ）著しい危害のおそれのある土地の区域（Ｒｚ）著しい危害のおそれのある土地の区域（Ｒｚ）著しい危害のおそれのある土地の区域（Ｒｚ）

の設定事例（小竹町南良津）の設定事例（小竹町南良津）

イエロ ゾ ン（Ｙ ）イエローゾーン（Ｙｚ）

レッドゾーン（Ｒｚ）





土砂災害警戒区域等の指定土砂災害警戒区域等の指定土砂災害警戒区域等の指定土砂災害警戒区域等の指定

土砂災害警戒区域の指定（都道府県知事）
（土砂災害のおそれがある土地の区域）・・・・・（通称：イエローゾーン）

●警戒避難体制の整備（市町村防災会議の義務）

土砂災害特別警戒区域の指定（都道府県知事）土砂災害特別警戒区域の指定（都道府県知事）土砂災害特別警戒区域の指定（都道府県知事）土砂災害特別警戒区域の指定（都道府県知事）
（建築物に損壊が生じ、住民に著しい危害が生じるおそれがある土地の区域）（建築物に損壊が生じ、住民に著しい危害が生じるおそれがある土地の区域）

・・・・・（通称：レッドゾーン）・・・・・（通称：レッドゾーン）

●特定開発行為の制限 →（主に開発会社）●特定開発行為の制限 →（主に開発会社）
●建築物の構造規制 →（個人の住宅）
●移転等勧告●移転等勧告





（福岡県ホームページより）






